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「多文化共生の意識」
あなたは感じていますか

あなたは周囲の外国人（あなた
が外国人の場合は日本人）とど
の程度付き合いがありますか。

　7月10日から1週間、市政メールモニター（メルモニ）の皆さんを対象に、外国人と日本人の共生に関する意識な
どについてアンケートを行ったところ、1,513人から回答がありましたので、集計結果を紹介します。また、173人
の方からこれに関する意見などをいただきましたので、その一部もあわせて紹介します。

　設問1の結果から、半数以上の方が、付き合いの程度は別として、外国人（日本人）と接する機会があることが
わかりました。市民の半数以上は、求める求めないにかかわらず、異なる文化や価値観を感じ、意識し、体験す
る社会に身を置いているということになります。
　また、設問3の結果からは、日本社会の文化や常識、ルールなどを、もっと外国人の皆さんに知ってもらいた
いという意識がうかがえます。
　掲示板に寄せられたご意見からは、外国人との日ごろからの付き合いの程度や、外国人と接するそのときど
きの経験、メディアによる情報などから、印象がかたちづくられているようです。

外国人と日本人の共生に関する意識
アンケート実施期間：2006年7月10日(月)～7月16日(日)

※市政メールモニター（メルモニ）は、あらかじめ、住所・氏名・生年月日の認証を受けた中学生以上、

または13歳以上の市民で、10月17日現在4,684人が登録しています。http://www.merumoni.city.suzuka.mie.jp/

Q1 「多文化共生」という言葉を知っ
ていますか。Q2 在住外国人に対して必要だと思

うことは何ですか。（3つまで）Q3

周囲に外国人(日本
人)がいない･･･44.2%

まったく言葉を
交わさない･･･20.0%

あいさつをする程度の
人がいる･･･18.1%

時々話をする程度の
人がいる･･･11.9%

親しく付き合っている
人がいる･･･5.8%

聞いたことがない
42.9%

聞いたことはあるが、
意味はよく分からない
･･･34.1%

言葉の意味も
知っている･･･23.0%
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生活相談の窓口

多言語な行政・
生活情報の提供
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　1980年代の南米の経済危機、日本のバブル

景気による人手不足などにより、日本へ働きに

来 る 南 米 日 系 人 が 増 加 し ま し た 。さ ら に 、

1990年の「出入国管理及び難民認定法（入管法）」

の改正により、日系2世・3世とその配偶者は、

活動制限のない在留資格を取得できることが

明文化され、日系人の日本滞在を後押ししまし

た。以降、人手不足の解消や柔軟な労働環境を

構築するために外国人を活用しようとする日

本側の思惑と、経済力豊かな日本への魅力を感

じる外国人側の思惑とが一致し、南米出身の日

系人などの日本滞在が急増しました。

　製造業が集積する本市でも、その労働力の担

い手として、一時的な出稼ぎにとどまらず、長

期滞在する外国人が増加しています。

　しかし、今日、それぞれの地域社会で生活し

ている外国人の多くは、言葉の壁や文化・習慣

の違い、生活上のルールの錯誤などにより、地

域社会にとけ込めていない状況にあります。

　今回の特集では、このような状況の中、国籍

や文化の異なる外国人と日本人がともに快適

に暮らすために「多文化共生」をどのように進

めればよいのかについて考えます。

メルモニさんの声
●以前鈴鹿市内だけど外国人の隣に住んだ
事があります。生活習慣の違いからトラブ
ルがありました。夜自宅パーティーしてる
外国人が多いです。騒音で随分悩まされま
した。今は静かな地域に引っ越したので外
国人はあまり見かけません。偏見を持ちや
すいので外国人と日本人とどんな形であ
れコミュニケーションをとれるといいで
すね！地域の行事に外国人も参加しやす
いように呼びかけるのもいいと思います。
（34歳・女性）
●最近中国に行く機会がありました。そこで
強く思ったことは、言葉が話せないと何事
にも積極的になれないということです。ど
こに行っても通訳してもらえると思うと
気分的にすごく楽になれるということ。す
ごく大事です。（44歳・女性）

●鈴鹿市もこれからどんどん多国籍化（？）
に向かうと思います。労働力も外国人に負
うところが多くなるでしょう。学童の数も
かなりのものと思いますが、この子たちは
将来鈴鹿市をささえてくれる貴重な人材
です。差別の無い教育、就労が望まれます。
（62歳・男性）
●まず、日本人が、「なぜ現在外国人が日本に
多くいるのか、そして、それは日本にどん
な貢献をしていてくれるのか」を十分認識
した上で、すべてのものごとを考えていく
必要がある。でないとやっかいもの扱いや
すぐに「自分の国へ帰れ」といった短絡的
な議論になってしまう。多くの外国人が鈴
鹿市には在住しているが、地域によっては、
ほとんど出会うことすらない地域も多い。
または、生活圏を共有していないのかもし

れない。わたしは、南米系のコンビニに意
識的に行くようにしているが、もっと身近
なお店などで、当たり前のように外国人も
買い物ができるような物理的・人的環境作
りの必要性を感じる。笹川の夏祭りのよう
な企画も必要ではないか。（48歳・男性）
●子どもが保育園に行っていた時何人かの
外国人の子がいたが、小学校には来ていな
い。一緒の学校は無理なのかなぁ。（40歳・
女性）
●子どもが保育園に行くようになってから、
外国の方とお話しする機会ができました。
話をするようになってから、今まで持って
いた偏見のようなものがかなり少なくな
ったように思います。（39歳・女性）

※「多文化共生」・・・国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合

い、対等な関係を築きながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと

特集：外国人と日本人との共生
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特集：外国人と日本人との共生

外国人が増加した背景は？
　移民の歴史は、政治や経済の歴史と密接に関係しています。明治以降、食糧難や貧困からの脱却などの国策
として、また自らも出稼ぎや自立を目的に、不安と希望を抱いて海外に旅立ちました。しかし、現地での生活は、
言葉や文化の違いなどによる生活の不安や劣悪な労働条件など、苦しい生活が続いたといわれています。

　日本には今、主に南米から移住した多くの日系人が住んでいます。ここでは、日系人が増加した背景について、
移民の歴史を振り返りながら紹介します。

提供：広島市　所蔵：末友明氏

提供：JICA横浜海外移住資料館

■ブラジルへの移民数の推移（国際協力事業団「海外移住統計」から）

　移民の最初は、「元年者」
と呼ばれる人たちで、1868
年（明治元年）にハワイ島
やグアム島へ集団で移住
しました。日本が近代化
を進める中で、農村から
都会へと人口が流れ、そ
の過剰人口が移民を送り出す背景となっていました。
　その後、アメリカやカナダなどへの移住も始まり
ましたが、続々とやってくる日本人は低賃金で働く
ため「反日運動」が起こり、次第に北米への移民の送り
出しに制限がかかっていきます。

　北米への道が閉ざされた後にめざしたのはペルーで
した。新たな移住先を求めていた日本と国際市場用の
サトウキビ栽培のために人手不足のペルーとの利害が
一致し、1899年、ペルーへ初めての移民が旅立ちました。
　移民たちは出稼ぎが目的で、数年後には大金を手に
帰国するつもりでしたが、農場の労働環境は劣悪で、第
1回移民の中には多数の死者が出ました。第2回以降の
移民は多少環境が改善されたものの、思ったほど稼ぐ
ことができず、帰国する費用もなく、大半がリマに移り
住み商売などを始めました。現在、ペルーには、約7万人
の日系人が生活しているといわれています。

　1980年代、日本ではバブル景気により深刻な労働不
足に陥っていました。逆にブラジルでは、政情や治安の
不安や長引く不況により、1985年ごろから、日本国籍を
持つ人たちが出稼ぎに来ていました。彼らは特に人手
不足が顕著だった生産ラインや建設現場でまじめによ
く働くという評判から、国内では、海外へ旅立った日系
人たちの就労を要望する声が高まりました。1990年、入
管法の改正により、日系2世・3世とその配偶者は、活動
制限のない在留資格を取得できることが明文化され、
多くの日系人が滞在する今日の状況が生まれました。

1868年　集団移民元年

1899年　新天地を求めペルーへ

1908年　ブラジルへ 1990年　Uターン時代到来

　ブラジルでは1888年に奴
隷制度が廃止され、ヨーロ
ッパから多数の移民を受け
入れていました。日本から
の移民は1908年に始まり、日
露戦争や第一次世界大戦の
影響、関東大震災などにより、
住む場所、働く場所を失っ
た人々が新天地ブラジルを
めざしました。しかし、コー

ヒー農場に入植した人たちは、その劣悪な労働環境や不
作などにより、とても数年で大金を手にし、故郷に帰る
ことができないと悟ります。移民たちは、新たな農地を
開拓したり、米作を行ったり、サンパウロに移って商売
を始めたりして、ブラジル国内に散っていきました。
　1934年にブラジル政府が日本人移民の規制を始める
までに約10万人、その後も1941年までに約8万人がブラ
ジルへ渡りました。現在、ブラジルに住む日系人は、1世
11万人、2世45万人、3世50万人、4世8万人、5世2万人といわ
れています。

　ここでは、市内の外国人登録状況のデータなどから、外国人がおかれている現状などについて紹介します。

■外国人と日本人の子どもの人口
（鈴鹿市　平成18年6月末現在）

　市内の外国人登録者数は年々増
加の一途をたどっています。本年3
月末には9,195人、総人口に占める
割合が4.6％となり、約20人に1人の
市民が外国人となっています。国籍
別には、ブラジルが過半数を占め、
最近の傾向としては、韓国・朝鮮が
減少し、中国が増加しています。

在住外国人に関する今の状況は？
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5■市内の外国人登録状況

5年間ブラジルでの生活経験をお持ちで、現在、外国人を支援する特定非営利活動法人（NPO法人）「愛伝舎」の
代表として活躍している坂本さんにお話を伺いました。

　ブラジルはたくさんの人種が暮らす移民の国です。人種が
異なる人同士が分け隔てなく、陽気に、気さくに、だれにでも
やさしく接していて、滞在中はこの気風がとても気持ち良く、
過ごしやすかったという印象を持っています。日本人は物質
的に外国人より恵まれているのに将来を心配したり、人に対
して壁を作ってしまったりする人が多いように思います。お
おらかな南米の気風や価値観は、わたしたちにとってプラス
になる面もあると思います。
　また、ブラジル社会には、日系人が苦労を重ねてきた過去
に対する理解があり、日系人は勤勉で優秀だという好意的な
評価がありました。現在、ブラジルでは、日系人は市長や弁護
士など多くの分野で活躍されていますが、日系人がブラジル
社会にとけ込み、信頼されている証ではないかと思います。

ブラジルという国の印象

NPO法人愛伝舎

代 表　坂本　久海子さん

子どもたちは日本社会の担い手

ルールを知らない外国人・知らせない日本人

　「都合が悪くなると日本語がわからないふりをしていい加
減だ」「外国人がいるだけで怖い」などの感情を持つ日本人が
いますが、彼らが増加した背景には、快適で便利な生活を求
める日本人が、人手不足や柔軟な労働環境を構築するために
外国人を活用しているといった実態があることを忘れてほ
しくありません。
　特に3K（きつい・汚い・危険）と呼ばれる職場ではたくさんの
外国人が活躍しています。工場が24時間操業できることや早

朝のコンビニに作りたてのお弁当が並ぶことなどは、外国人
の活躍によるところが多くあるのです。目には見えていませ
んが、わたしたちの生活の中には外国人とつながっている部
分がたくさんあることを、皆さんに知ってほしいと思います。

目に見えない外国人とのつながりを考えよう

　入管法が改正されて間もなくは、経済的な目的とともに、自
らのルーツを探ろうと入国した日系人が多く、日本の文化を
理解している（理解しようとする）人が多くいました。しかし
今日では、まじめに働く人がいる一方で、日本のルールに無頓
着で母国のルールや慣習のまま暮らしている人もいます。
　外国人が日本で生活するからには、日本の文化を理解し、ル
ールで成り立つ社会で生活しているという自覚が必要だと思
います。また、日本人の側にも、心構えや制度の両面で、外国人
を受け入れる体制が整っていない現状があると感じています。

　これらの国以外にも、かつて多くの日本人がより良
い生活を求めて各国に移住しました。勤勉で安価な労
働力であった日系人は、現地労働者の職を奪ったため
「反日運動」に遭ったりしますが、一方で高い評価を受け、
やがてそれぞれの国で「日系社会」を築いていきました。

0歳 116人 1,874人 1,990人

1歳 117人 1,913人 2,030人

2歳 134人 2,041人 2,175人

3歳 141人 2,076人 2,217人

4歳 131人 2,087人 2,218人

5歳 140人 2,142人 2,282人

6歳 123人 2,112人 2,235人

7歳 106人 2,174人 2,280人

8歳 90人 2,059人 2,149人

9歳 97人 2,107人 2,204人

10歳 73人 1,962人 2,035人

11歳 67人 2,042人 2,109人

12歳 48人 1,991人 2,039人

外国人年齢 日本人 合　計

　外国人の日本定住が進むにつれ、日本で生まれる外国人
の子どもが増加しています。外国人を取り巻く環境には、
教育、就労、年金など問題が山積していますが、特に、子ど
もの教育問題は深刻です。昼夜を問わず働きつづける両親
から支援を受けられずに育っていく子どもや、日本語も母
国語も理解できず言葉の壁から思考力が育たない子ども
が増加し、就学年齢に達しても学校に行かない（行けない）

子どもが増加しています。
　将来、この子たちが少
子化の解消や年金など、
日本社会の担い手となる
時代が到来します。日本
社会が外国人を受け入れ
ていくのならば、まずは
将来を担う子どもたちが
伸び伸びと成長できる環
境づくりを進めていく必
要があると思います。

あいでんしゃ

く　み　こ

平成17年8月、行政書士などととも
に設立。「外国人と共存共栄してい
く仕組みづくりを」と電話通訳サー
ビスなどの通訳事業を中心に、入管
手続きのアドバイスや教師向けポ
ルトガル語教室など、多面的に活動
問合せ／　050-3532-9911
　aiden@comet.ocn.ne.jp

4 2006・11・52006・11・5 5



0

20,000

40,000

60,000

80,000

1941
1936～40

1931～35
1926～30

1921～25
1916～20

1911～15
1908～10 年代(年)

移民数(人)

1,714

13,371 13,576
11,349

59,564

72,661

15,473

1,277

pecial
特集：外国人と日本人との共生

外国人が増加した背景は？
　移民の歴史は、政治や経済の歴史と密接に関係しています。明治以降、食糧難や貧困からの脱却などの国策
として、また自らも出稼ぎや自立を目的に、不安と希望を抱いて海外に旅立ちました。しかし、現地での生活は、
言葉や文化の違いなどによる生活の不安や劣悪な労働条件など、苦しい生活が続いたといわれています。

　日本には今、主に南米から移住した多くの日系人が住んでいます。ここでは、日系人が増加した背景について、
移民の歴史を振り返りながら紹介します。

提供：広島市　所蔵：末友明氏

提供：JICA横浜海外移住資料館

■ブラジルへの移民数の推移（国際協力事業団「海外移住統計」から）

　移民の最初は、「元年者」
と呼ばれる人たちで、1868
年（明治元年）にハワイ島
やグアム島へ集団で移住
しました。日本が近代化
を進める中で、農村から
都会へと人口が流れ、そ
の過剰人口が移民を送り出す背景となっていました。
　その後、アメリカやカナダなどへの移住も始まり
ましたが、続々とやってくる日本人は低賃金で働く
ため「反日運動」が起こり、次第に北米への移民の送り
出しに制限がかかっていきます。

　北米への道が閉ざされた後にめざしたのはペルーで
した。新たな移住先を求めていた日本と国際市場用の
サトウキビ栽培のために人手不足のペルーとの利害が
一致し、1899年、ペルーへ初めての移民が旅立ちました。
　移民たちは出稼ぎが目的で、数年後には大金を手に
帰国するつもりでしたが、農場の労働環境は劣悪で、第
1回移民の中には多数の死者が出ました。第2回以降の
移民は多少環境が改善されたものの、思ったほど稼ぐ
ことができず、帰国する費用もなく、大半がリマに移り
住み商売などを始めました。現在、ペルーには、約7万人
の日系人が生活しているといわれています。

　1980年代、日本ではバブル景気により深刻な労働不
足に陥っていました。逆にブラジルでは、政情や治安の
不安や長引く不況により、1985年ごろから、日本国籍を
持つ人たちが出稼ぎに来ていました。彼らは特に人手
不足が顕著だった生産ラインや建設現場でまじめによ
く働くという評判から、国内では、海外へ旅立った日系
人たちの就労を要望する声が高まりました。1990年、入
管法の改正により、日系2世・3世とその配偶者は、活動
制限のない在留資格を取得できることが明文化され、
多くの日系人が滞在する今日の状況が生まれました。

1868年　集団移民元年

1899年　新天地を求めペルーへ

1908年　ブラジルへ 1990年　Uターン時代到来

　ブラジルでは1888年に奴
隷制度が廃止され、ヨーロ
ッパから多数の移民を受け
入れていました。日本から
の移民は1908年に始まり、日
露戦争や第一次世界大戦の
影響、関東大震災などにより、
住む場所、働く場所を失っ
た人々が新天地ブラジルを
めざしました。しかし、コー

ヒー農場に入植した人たちは、その劣悪な労働環境や不
作などにより、とても数年で大金を手にし、故郷に帰る
ことができないと悟ります。移民たちは、新たな農地を
開拓したり、米作を行ったり、サンパウロに移って商売
を始めたりして、ブラジル国内に散っていきました。
　1934年にブラジル政府が日本人移民の規制を始める
までに約10万人、その後も1941年までに約8万人がブラ
ジルへ渡りました。現在、ブラジルに住む日系人は、1世
11万人、2世45万人、3世50万人、4世8万人、5世2万人といわ
れています。

　ここでは、市内の外国人登録状況のデータなどから、外国人がおかれている現状などについて紹介します。

■外国人と日本人の子どもの人口
（鈴鹿市　平成18年6月末現在）

　市内の外国人登録者数は年々増
加の一途をたどっています。本年3
月末には9,195人、総人口に占める
割合が4.6％となり、約20人に1人の
市民が外国人となっています。国籍
別には、ブラジルが過半数を占め、
最近の傾向としては、韓国・朝鮮が
減少し、中国が増加しています。

在住外国人に関する今の状況は？
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5■市内の外国人登録状況

5年間ブラジルでの生活経験をお持ちで、現在、外国人を支援する特定非営利活動法人（NPO法人）「愛伝舎」の
代表として活躍している坂本さんにお話を伺いました。

　ブラジルはたくさんの人種が暮らす移民の国です。人種が
異なる人同士が分け隔てなく、陽気に、気さくに、だれにでも
やさしく接していて、滞在中はこの気風がとても気持ち良く、
過ごしやすかったという印象を持っています。日本人は物質
的に外国人より恵まれているのに将来を心配したり、人に対
して壁を作ってしまったりする人が多いように思います。お
おらかな南米の気風や価値観は、わたしたちにとってプラス
になる面もあると思います。
　また、ブラジル社会には、日系人が苦労を重ねてきた過去
に対する理解があり、日系人は勤勉で優秀だという好意的な
評価がありました。現在、ブラジルでは、日系人は市長や弁護
士など多くの分野で活躍されていますが、日系人がブラジル
社会にとけ込み、信頼されている証ではないかと思います。

ブラジルという国の印象

NPO法人愛伝舎

代 表　坂本　久海子さん

子どもたちは日本社会の担い手

ルールを知らない外国人・知らせない日本人

　「都合が悪くなると日本語がわからないふりをしていい加
減だ」「外国人がいるだけで怖い」などの感情を持つ日本人が
いますが、彼らが増加した背景には、快適で便利な生活を求
める日本人が、人手不足や柔軟な労働環境を構築するために
外国人を活用しているといった実態があることを忘れてほ
しくありません。
　特に3K（きつい・汚い・危険）と呼ばれる職場ではたくさんの
外国人が活躍しています。工場が24時間操業できることや早

朝のコンビニに作りたてのお弁当が並ぶことなどは、外国人
の活躍によるところが多くあるのです。目には見えていませ
んが、わたしたちの生活の中には外国人とつながっている部
分がたくさんあることを、皆さんに知ってほしいと思います。

目に見えない外国人とのつながりを考えよう

　入管法が改正されて間もなくは、経済的な目的とともに、自
らのルーツを探ろうと入国した日系人が多く、日本の文化を
理解している（理解しようとする）人が多くいました。しかし
今日では、まじめに働く人がいる一方で、日本のルールに無頓
着で母国のルールや慣習のまま暮らしている人もいます。
　外国人が日本で生活するからには、日本の文化を理解し、ル
ールで成り立つ社会で生活しているという自覚が必要だと思
います。また、日本人の側にも、心構えや制度の両面で、外国人
を受け入れる体制が整っていない現状があると感じています。

　これらの国以外にも、かつて多くの日本人がより良
い生活を求めて各国に移住しました。勤勉で安価な労
働力であった日系人は、現地労働者の職を奪ったため
「反日運動」に遭ったりしますが、一方で高い評価を受け、
やがてそれぞれの国で「日系社会」を築いていきました。
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2歳 134人 2,041人 2,175人

3歳 141人 2,076人 2,217人

4歳 131人 2,087人 2,218人

5歳 140人 2,142人 2,282人

6歳 123人 2,112人 2,235人

7歳 106人 2,174人 2,280人

8歳 90人 2,059人 2,149人

9歳 97人 2,107人 2,204人

10歳 73人 1,962人 2,035人

11歳 67人 2,042人 2,109人

12歳 48人 1,991人 2,039人

外国人年齢 日本人 合　計

　外国人の日本定住が進むにつれ、日本で生まれる外国人
の子どもが増加しています。外国人を取り巻く環境には、
教育、就労、年金など問題が山積していますが、特に、子ど
もの教育問題は深刻です。昼夜を問わず働きつづける両親
から支援を受けられずに育っていく子どもや、日本語も母
国語も理解できず言葉の壁から思考力が育たない子ども
が増加し、就学年齢に達しても学校に行かない（行けない）

子どもが増加しています。
　将来、この子たちが少
子化の解消や年金など、
日本社会の担い手となる
時代が到来します。日本
社会が外国人を受け入れ
ていくのならば、まずは
将来を担う子どもたちが
伸び伸びと成長できる環
境づくりを進めていく必
要があると思います。

あいでんしゃ

く　み　こ

平成17年8月、行政書士などととも
に設立。「外国人と共存共栄してい
く仕組みづくりを」と電話通訳サー
ビスなどの通訳事業を中心に、入管
手続きのアドバイスや教師向けポ
ルトガル語教室など、多面的に活動
問合せ／　050-3532-9911
　aiden@comet.ocn.ne.jp
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○自分にできることからスタート

　市内に住む外国人の皆さんに、日本社会や日本での暮らしに対する思い、同じ外国人への呼び掛け
などについて語っていただきました。

pecial
特集：外国人と日本人との共生 外国人を支える

日本語教室・学習支援教室
わ
た
し
た
ち
、鈴
鹿
市
在
住
外
国
人
で
す
！

UBJ（UNION BRAZIL JAPAN）
　日本在住のブラジル人のために設立された組織で、鈴鹿、亀山、四
日市、津市在住のブラジル人を中心に2002年6月に設立。みんなが幸
せで安全に住みよい生活を送れる社会になるようにと、言葉、生活
文化、法律などに関する情報交換や交流活動を展開

頑張っていいとこ見せようよ！！

「　　　　」の精神で

本多　フローラさん
ブラジル出身・市内在住9年・公務員

中国出身・市内在住4年
鈴鹿国際大学4年

　両親が日本人で、小さいころから
日本のことを聞いて育ったため、両

親が生まれた国へ行くのが夢でした。
16年前に家族とともに来日しましたが、日本人のやさ
しさ、礼儀正しさ、きちょうめんさがとても気持ち良く、
ブラジルにはない安心感を感じました。
　しかしその反面、一部の悪い外国人のために差別さ
れていると感じたこともあります。そんな時、ブラジル
ではとても評価の高い日系人が、なぜ日本に来て罪を
犯すのかと、とても寂しく思いました。
　これまで、行政やボランティアの方たちにたくさん
の手を差し伸べてもらいました。だから今度は、外国人
が日本人の皆さんの声に耳を傾ける番ではないでしょ
うか。「せっかく日本に来てるんだから、頑張っていい
とこ見せようよ」と外国人の皆さんに呼びかけたいです。

日本人と同じような暮らしがしたい

トクマル・ミゲルさん
ペルー出身・市内在住8年・自動車部品工場勤務

　約14年前に来日しました。初め
は短期滞在の予定でしたが、だん

だんと日本が好きになり、今は永住
したいと考えています。
　問題は言葉が通じないことです。親子で日本語
を学ばなくてはと思っていますが、なかなか時間
が取れません。また、老後も悩みの一つで、年金や医
療の問題など、心配事もたくさんあります。
　現在、ペルー人会を立ち上げて、日本のルールや
文化などをペルー人に紹介する活動をしています。
活動を通じて思うことは、日本人と外国人が仲良
く付き合うために、スポーツや文化での交流がで
きれば、理解し合える場面も増えてくるのではな
いかということです。将来、外国人が日本人と同じ
ように暮らすことができるよう期待しています。

鈴鹿ペルー人会
　平成17年11月、広島市で起きた少女殺害事件で、日系ペルー人容疑者
が鈴鹿市内で逮捕されたことをきっかけに、翌年1月に結成。現在メンバ
ーは16人。家庭や職場にこもり社会から孤立しがちなペルー人が、社会
に解け込めるように、日本の文化やルール、子どもの教育や進路につい
てのアドバイスなどを会報を通じて紹介

日本語教室
●鈴鹿日本語会AIUEO※

●桜島日本語教室※

●日本語中級講座

●一ノ宮よみかき交流会

●玉垣よみかき交流会

学習支援教室
●ワールドキッズ※

●桜島学習支援センター
　さくらんぼ※

　日本人は外国人と対面すると一歩引いてしまう人が多いですが、わたしもその一人でした。仕事の関係で
外国人と接する機会もありましたので、「引かないように」と思ったとき、広報紙で日本語教室のボランティ
ア募集の記事を見つけ、「自分ができることは、日本語を通じた交流」という発想で飛び込みました。

　約6年間の活動を通じて、言葉が理解できない外国人は、こちらの言い方や表現方法
が少し変わっただけでも困惑することがわかりました。ですから、外国人の立場に立っ
て、どのように接したら良いかということをいつも考えるようになりました。
　また、 この活動を通じて、どんな外国人とでも日本人と接するときと同じように違
和感なく向き合えるようになりました。以前は入りにくかった外国の食材や雑貨を扱っ
ているお店も今は平気です。人間は経験を重ねることにより環境に適応できます。外国
人との付き合いが多くなれば、日本人と同じように付き合えるようになると思います。

ボランティア活動を通じてボランティア活動を通じて

○日本語教室の様子

○相手の立場に立って

　日本語教室の参加者は、100％社会人で学生の方は全くいません。国籍としてはブラジルやペルーの方が多く、最近は、中国
やインドネシアの方も参加されています。現在約200人の登録がありますが、来られる方はほぼ毎回同じ方と
いう状況で、本当に日本語で困っている方や意欲のある方が続けて参加されているのではないでしょうか。
　少しでも早く上達していただくため、授業はすべて日本語で進めています。オリジナルのテキストを使っ
て、初歩の部分から日本語検定受験の支援まで、学習者の要望にできるだけ応じた支援に取り組んでいます。
　また、ひな祭りや七夕会など、季節ごとの日本の文化を紹介する交流会なども行っています。

鈴鹿日本語会AIUEO

代 表　村山　貴彦さん
鈴鹿日本語会AIUEO

代 表　村山　貴彦さん

　ここでは、外国人と日本人との共生を支援するための日本語教室や学習支援教室を紹介します。これらの教室は、多く
のボランティアの方によって支えられています。

※印の教室では、ボランティアを募集しています。関心のある方は、それぞれの連絡先へお問合せください。

　外国人に対してボランティアで日本語教室を開いている鈴鹿日本語会AIUEOで、約6年間活躍している代
表の村山さんにお話を伺いました。

●連絡先（ポルトガル語・日本語対応）
○イベント ・講演：伊達エリンダさん（  090-7311-4965）
○教育 ・文化：米川綾さん（  080-3644-9114）
○サンバなど ：本多フローラさん（  090-6075-4479）

●連絡先　代表：トクマル・ミゲルさん
（  090-2925-8853）
（　conpejp@hotmail.com）

とき／毎週土曜日18時～19時30分　ところ／河曲公民館
連絡先／森由美子さん（  383-5266（18時以降））
とき／毎週水曜日19時30分～21時　ところ／県営桜島団地集会所
連絡先／当間初美さん（  384-2649（19時以降））
とき／毎週火曜日19時30分～21時　ところ／近鉄鈴鹿市駅ビル3階
連絡先／（財）鈴鹿国際交流協会（  383-0724）
とき／火曜日19時～20時30分　ところ／鈴鹿市人権教育センター
連絡先／鈴鹿市人権教育センター（  384-7411）
とき／毎週木曜日19時～20時30分　ところ／玉垣教育集会所
連絡先／鈴鹿市人権教育センター（  384-7411）

子どもにアドバイスできない不安を感じます

木部　エディータさん
フィリピン出身
市内在住17年・主婦

　日本人の夫と結婚して来日しました。直後は日本
語を話せずとても戸惑いましたが、近所の方に「雨

が降ってきたよ」などと声を掛けてもらったり、同年代の子を持つ方に学校のことを教え
てもらったり、とてもやさしく接していただきました。
　反面、日ごろから、日本を知り、外国人を理解してもらうには、コミュニケーションが大切だと思っ
ていますが、今でも拒否されることがしばしばあり、国際社会というには程遠い現実を感じています。
　現在は、子どもに対し、教育や将来についてアドバイスできないことがとても不安です。子
どもには、「わたしのお母さんは何もわからない」という気持ちになってほしくないので、これ
からも日本語をはじめ、学校や地域のことなどをきちんと学びたいと思っています。

とき／毎週土曜日10時30分～12時　ところ／牧田公民館または
牧田コミュニティセンター　連絡先／宮田直季さん（  090-6646-1324）
とき／毎週月曜日14時30分～17時　ところ／県営桜島団地集会所
連絡先／永田皓さん（  386-2966）

楊　志華さん
よう し　  か

楊　志華さん
よう し　  か

と う ま は つ み

あきら

　来日時は、言葉の壁や中国との生活様式の違いに戸惑いましたが、「入
     （郷に入っては郷に従え）」のことわざを胸に、日本の文化にできるだけ

順応しようと努力してきました。日本では、外国人、日本人を問わず、アパートの隣人とも会話
が無いような孤独な人が多いと感じました。もっと交流できる場を増やすといいと思います。
　また、日本人は、同じ外国人でも学生に対しては寛容な面があるとも感じています。おか
げで、初めは日本語を学んで帰国する予定でしたが、大学に入学する機会に恵まれました。
また、中国の文化を紹介するボランティアなどを通じて、多くの人と交流することもでき
ました。今は、日本で就職したいと思っています。
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○自分にできることからスタート

　市内に住む外国人の皆さんに、日本社会や日本での暮らしに対する思い、同じ外国人への呼び掛け
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特集：外国人と日本人との共生 外国人を支える

日本語教室・学習支援教室
わ
た
し
た
ち
、鈴
鹿
市
在
住
外
国
人
で
す
！

UBJ（UNION BRAZIL JAPAN）
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※マンスリーすずかは、市ホームページ（ 　http://www.city.suzuka.mie.jp/kouhou/gyosei/open/shiryou/hakkobutsu/index3.html）でもご覧いただけます。

pecial
特集：外国人と日本人との共生

市ではどんな取り組みをしているの？
　外国人と日本人との生活上の不安を解消するとともに、交流を促進し、ともに
手を取り合って生活できるように取り組んでいる主な取り組みを紹介します。

夏休み特別授業の様子

　ポルトガル・スペイン語圏国籍者の比率が高い現状を踏まえ、きめ細
かな行政サービスを提供するため、市役所にポルトガル語・スペイン語
ができる職員を配置し、通訳や翻訳、落し物や自動車ライトの消し忘れ
などの庁内放送を行っています。

　平成18年9月1日現在、市内の市立小・中学校では、小学生311人、中学生90人の外国人児童・生徒が学んでいます。
教育現場では、在学する外国人児童・生徒が快適に学校生活を送れるように、日常のあいさつなどの母語表示、外
国人児童・生徒が多い学校への通訳や加配教員の配置、お互いの文化を知るための交流活動など、さまざまな取り
組みを行っています。ここでは、外国人児童・生徒の学習や就学・進学を支援する取り組みを紹介します。

　外国人と日本人との住みよい共生社会の実現をめざして、（財）鈴鹿国際交流協会では、日本語会話講座や共生
推進のための事業を行っています。

ポルトガル語・スペイン語
対応職員の配置

　就学年齢にある外国人の子どもたちの就学を進めるため、幼児とその保護者を対象に、小学校へ入学するにあ
たっての情報提供と就学の支援を行っています。ガイダンスでは、日本の学校教育制度や小学校での生活、小学
校で必要な学用品などの全体説明の他、就学にあたっての不安や疑問に答える相談会も行っています。

　本年7月から算所保育所で試行的に導入しました。
　外国人相談者と保育士、NPO法人の通訳担当者の3者が、携帯電話を介して会話でき
ます。入所や保育料の支払いに関する相談、保育所での生活や行事に関する連絡をは
じめ、携帯電話の特性を生かして家庭訪問などにも活用しています。

在住外国人電話通訳事業

就学ガイダンス

進路ガイダンス

（財）鈴鹿国際交流協会の取り組み

取り出し授業

　各種行政情報を翻訳したパンフレットなどを外国人に提供しています。主に、窓口
関連業務の制度や手続きに関するものや、ごみ、医療などに関する生活上必要な内容
のものを多言語に翻訳しています。

外国人向けパンフレットの作成

　NPO、ボランティア、外国人、自治会、行政などが連携し、異なる国籍や文化的背景を
持つ人が、それぞれの多様性を認め合いながら、地域の一員として尊重し、協力し、安
心していきいきと暮らせる多文化共生社会づくりを進めるために行っています。
　現在、参政権のない外国人が意見を主張できる場として意義あるものになるよう、
運営方法などについて見直しを行っています。

多文化共生検討会

　市営住宅に入居する外国人と日本人とがお互いを理解し合い、安
心して生活できるようにするため、外国人を支援するNPO法人の協
力を得て、コミュニケーションの促進と自治会の仕組みやごみなど
の生活上のルールを学んでもらうことを目的に開催しています。
　昨年度は岡田、桜島、安塚の市営住宅で、今年度は一ノ宮市営住宅
で実施し、今後4回の開催を予定しています。

　一昨年の地震発生時に、地震体験のない多くの外国人が、車で
高台などへ避難して一夜を明かしました。このことから市では、
正しい防災知識の習得のため、通訳をともなった外国人向けの防
災説明会を行いました。
　この日は、市の防災担当職員による地震時の対応や日ごろの備
えなどの説明や、地震体験車、煙ハウスの体験などが行われました。
　このような防災訓練は、ブラジル人学校や自助団体などの協力
を得て、市内各所でこれまでに10回開かれ、延べ約1,400人の方が

参加しています。
　また、警察などとも連携して、外国人の子どもを対象に連れ去
り防止教室なども行われています。

市営住宅生活ガイダンス
　日本語教室や学習支援などの外国人支援活動を行
っている民間団体に対し、補助金を交付しています。

在住外国人支援団体への活動補助金の交付

外国人のための防災訓練の様子をのぞいてみました（5月11日（木）ブラジル人学校EAS鈴鹿）取 材 日 記

神戸高等学校定時制の授業風景をのぞいてみました（5月26日（金）神戸高等学校）取 材 日 記

　日本語がわからず授業を理解するのが困難な子どもに対して行っていま
す。通常の授業時間を、ひらがな、カタカナ、漢字や文法などの日本語学習に
あて、習熟度に応じて取り組んでいます。また、夏休み中に、授業の復習や親
子での日本語学習などの特別授業を行っている学校もあります。

　進路について情報が得にくい外国人の
子どもや保護者を対象に、市内の外国人の
子どもたちが知り合い、進路や生き方につ
いて学びあう関係づくりと、進路について
のイメージを広げることを目的に行って
います。楽しい学校生活を送っている先輩
の声を聞くことで、進学が選択肢の一つに
なるように取り組んでいます。

　「一度就職したけれど、日本社会では学歴が必要だということを痛感した」「で
きるだけ資格をとって通訳になりたい」と、夜の教室に、働きながら高等学校
卒業をめざして勉学に取り組む外国人生徒の姿がありました。
　神戸高等学校定時制では、生徒の学習をサポートするためにスペイン語教
員を週3日配置し、一部で日本語習得のための授業を行っています。全校生徒
90人のうち、17人の外国人生徒（平成18年10月1日現在）が在籍しています。

　共生推進事業の中では、特に行政情報が伝わりにくい外国人世帯に対して
広報紙の定期発行を行っています。現在は、外国人の過半数を占めるブラジル
国籍者が使用するポルトガル語による広報紙「マンスリーすずか」と日本語に
ひらがなルビを付した「外国人のためのやさしい広報紙」を発行しています。
発行状況　毎月1回、ポルトガル語版：約1,700部、ルビ付き：約400部
設置場所　（財）鈴鹿国際交流協会、市役所本館1階市民ロビー、ブラジル料理店な

（詳しくは、（財）鈴鹿国際交流協会（　383-0724　  383-0639）へ）

補助金額　限度額は10万円（予算の範囲内で交付）

交付実績　平成16年度：3団体（16万円）、平成17
年度：2団体（18万円）、平成18年度：3団体（28万円
（9月22日現在）

配置人員　ポルトガル語1人、スペイン語2人

内　容　高等学校教員による進学説明会、ハローワーク担当者からの就職説明会、
進学した先輩からのアドバイス、個別進路相談など
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■外国人の中学校卒業者進学率
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※マンスリーすずかは、市ホームページ（ 　http://www.city.suzuka.mie.jp/kouhou/gyosei/open/shiryou/hakkobutsu/index3.html）でもご覧いただけます。

pecial
特集：外国人と日本人との共生

市ではどんな取り組みをしているの？
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　本年7月から算所保育所で試行的に導入しました。
　外国人相談者と保育士、NPO法人の通訳担当者の3者が、携帯電話を介して会話でき
ます。入所や保育料の支払いに関する相談、保育所での生活や行事に関する連絡をは
じめ、携帯電話の特性を生かして家庭訪問などにも活用しています。

在住外国人電話通訳事業

就学ガイダンス

進路ガイダンス

（財）鈴鹿国際交流協会の取り組み

取り出し授業
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員を週3日配置し、一部で日本語習得のための授業を行っています。全校生徒
90人のうち、17人の外国人生徒（平成18年10月1日現在）が在籍しています。

　共生推進事業の中では、特に行政情報が伝わりにくい外国人世帯に対して
広報紙の定期発行を行っています。現在は、外国人の過半数を占めるブラジル
国籍者が使用するポルトガル語による広報紙「マンスリーすずか」と日本語に
ひらがなルビを付した「外国人のためのやさしい広報紙」を発行しています。
発行状況　毎月1回、ポルトガル語版：約1,700部、ルビ付き：約400部
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特集：外国人と日本人との共生

生活安全部市民対話課

課  長　清水　潔
生活安全部市民対話課

課  長　清水　潔

○「浜松宣言及び提言」（平成13年10月）

○お互いの存在を認め合うことが前提

【規制改革要望書の内容】
◆外国人を雇用する事業者の実態把握、外国人就労管理の改善　
◆外国人の子どもをめぐる教育体制の整備、不就学対策、外国人学
校に対する支援措置　◆ブラジル連邦共和国との犯罪人引渡し条
約の締結および代理処罰制度の確立　など

教育、社会保障、外国人登録制度に関する提言

○今後の課題：防災を通じて
○多文化共生を推進するために

○14都市共同アピール（平成14年11月）

外国人集住都市会議in東京2006が開かれます

14首長が関係省庁担当者と公開討論、「浜松宣言
及び提言」の実現をめざすなどのアピールを実施

○「豊田宣言」（平成16年10月）
教育、労働、コミュニティに関する提言

○規制改革要望書の提出（平成17年11月、平成18年6月）
「豊田宣言」をベースに規制改革要望書を
内閣府に提出

■これまでの活動状況

外国人が住み良いまちは日本人が住み良いまち

　外国人に関する諸問題は、広域かつ多岐にわたるとともに、就労、教育、
医療、社会保障など法令に起因する内容が多い実情があります。これら
を解決するには、国や県、関係機関への提言や連携した取り組みが必要
ですが、それぞれの自治体が単独で活動しても、なかなか声が届かないといった問題がありました。
　そこで、南米日系人を中心とする外国人が多く居住する全国の14市町（平成18年度18市町）の自治体が参加し、
施策や活動状況に関する情報交換を行いながら、諸問題の解決にともに取り組んでいくことを目的に平成13年に
外国人集住都市会議を設立しました。
　本市は、発足当初からこの会議に参加し、都市間連携を構築するとともに、今後の国際化に必要不可欠な外国人
との地域共生の確立をめざして取り組んでいます。

　本市では、急激な外国人の増加により、
言葉や文化、生活習慣などの違いから、
さまざまな課題が生じてきています。
こうした中、行政では、外国人は地域社
会を担う一員であり、「外国人が住み良
いまちは日本人が住み良いまち」とい
う考えのもと、多文化共生社会づくり
を進めています。
　行政の取り組みは、「子どもの学習支
援」「通訳や翻訳」「多文化共生を考える

検討会」などさまざま

ですが、これらを取り組む上では「郷に
入っては郷に従え」という考え方が先
行しがちです。一方的に日本の文化や
生活習慣を外国人に押し付けるのでは
なく、彼らの文化を尊重しつつも日本
社会のルールを知らせる、外国人の立
場に立ってものごとを考える、さらに
は外国人の意見を正しく聴くなど、異
なる文化が共存しあうための前提を踏
まえて取り組む必要があると思います。

　巨大地震が起きると言われています
が、市民の生命・財産を守るという観点
から、災害発生時の外国人への正しい
情報伝達や地域の協力体制の整備が大
きな課題となっています。
　外国人の中には地震のない国から来
ている方も多いため、市では、これまで
に防災ガイドブックなどを多言語に翻
訳し、情報提供に努めてきました。また、
正しい防災知識を習得していただくた
め、通訳を伴った防災説明会も行って
きました。今後は、正しい情報伝達を行

うネットワークづくりや地域の協力体
制の整備を図っていく必要があります。
　そのため、国籍別の自助団体の設立
や現在活動中のブラジルやペルーなど
の自助団体を支援しながら、外国人の
リーダー的存在の育成にもつなげてい
きたいと考えています。また、災害発生
時にご協力いただける通訳・翻訳ボラ
ンティア登録制度の整備なども視野に
入れながら取り組んでいきたいと考え
ています。

　本年3月、総務省は「地域における多
文化共生推進プラン」を策定しました。
これを受けて県では平成18年度中に「三
重県国際化推進指針」の策定を進めて
います。この指針策定の方向性を注視し、
本市でも、日本語や日本社会に関する
学習支援、防災・教育・医療などの生活
支援、地域社会に対する意識啓発など
を念頭に置きながら、今後、多文化共生
社会の推進を図っていきたいと考えて
います。

●と　き  11月21日（火）　13時～17時
●ところ　都市センターホテル（千代田区平河町2-4-1）
※会議への参加や会議内容など詳しくは、外国人集住都市会議
　事務局（四日市市　国際課　　354-8114　　354-4873　
　　kokusai@city.yokkaichi.mie.jp）へ

外国人集住都市会議への参加
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